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ニューウェンハイゼ編

『地中j年沿岸のHT場枯j主』

I¥ C. A. 0.、・anNieuwenhijze ed., ,'1ark<’お and
主111m・ketinga, F.出 to問。f])evdoj>1111'!1t in the 
r i¥lediterran，・川 Rash,,The Hagu,・. ;¥ 1outon & 

2・C，，.唱 l9fiえ1日＇I'

ヌj（営‘は1%2i't'-12月lI iか「， 4 11：主でカイロにおし、て開

催じれど「地中[if地域社会fl＇／：調査会 I,. ¥le<literγ；mean 

Soei" 1 わciencc;只 Fじsearch心，uncil)(.I; 2 ji］会議iこlJJ'/.1¥

された市場につL、てのへつの論文を収録したものであ

る。 )t；わち， I.A Suncv of Markvb and Mar い・t-

ing l'r H仔edure, in the ¥Iじcliterra1】ι

Kapferer, 2. Pro呉pect吟 f【，rExpansion of Mediterranea 1 I 

Trnrl，、 inl》eri、h:1hlιProd1ll"t、hyS.×：t日gar,:_,,. 子ルI，げ

l《et、an《11』far!叫 ling; ( H,jec旧 of S州、ial Scien,・"s 

Research hy E. de Vries, 司－ The Modern Meτchant in 

the九1,d,lle East I,¥・ Yusif 1¥. Sayigh, S. Le Marchand 

l¥feditnraneen i, !ravers Jes Ages par ¥L Rorlinsi川，

fi. Organization of孔1arketsanrl Marl《etingProcedures 

in 1.and Reform ≪ml Devt"lopment Pr 叩悶msh,・ HJ. 

Lou 、vい， 7. I，じ i¥Iけuvemじnt. Cooper at if du p川nt de 

vue Socio-Administratif par S. Agapitidis et D. Panos, 

3. The Coopercitivc Movement in the lT. A. R. by九

Zaki, cl-Imam, ,.•, H篤かt.， 成立してUζ，，この論！主f,fぷ主

l行場および流通機構を共通の方法論によって分析する：Jt

Ii司TiJl"ff川方式会そ てレ 7，のーはなくで‘各個人のTITぬ

に刊十ご問題t，ぷh：したが lご，個BIJl't'J；こ問題をこ Iiら

げてL、る。したがって魅力的な題名にもかかわらず，本

吉ーイミゴi入全通じ？ fl:ーしてi1Uしさy鋭角的た問題意識は特に

なし、こ＇.，って lへ また本，I；は最後の 1つよを！徐Lご IJ也

中海Ji合岸地域を一つの1削，r.にしてし、るため，マクロi't'-J

にt::Jすぎ，三戸（本の論，調がやや常識的であり，資料の制

約がふ；JとはL 三，きめ（／） 二tかL、ミ ＇l口的な実ρ正，，jjfr

とはなっていなし、。しかしながら，歴史的な側面から考

察すぞ， t；らば，ベルギーの燃史家 HenriPirenneが「｜碕

業）／）；駈.＇.J(rencJ i川 mcedtt commerce：なる明快な芯想、

をもって （The Econo川 icand Social Histo1:y qゾ’

lvfedie,,al E川・ope,19:16および 1¥fahometet Charle-

書評

111agne, 1!137）イスラムの侵入iこ上る古典古代的地中海

商業圏の没溶後の中世世界を解明し，商業の復活による

中世十都市の成立の背景を深く論究して以来，地中海商業

たi,!j'.ft:しt:'/:i:',Ji'r-Jな研究.i：：が見当た C》ないことから，本

おの/J¥f見はそれなりの意味をもっているといえよう。ま

して現代におL、て，地中海世界は先進国フランスとイタ

リ の河包rtりljとして、久しく後退地域の地位にLIんじ

ており， 111；界貿易においても板要な位置をしめておら

すさ’これ？士で研究の視野から除外されていたわけであ

ふこのよケんときに！ふと η て先進iR:Jf¥lJIの学古と後進国

側約研究千？とが協力LC地中海の市場構造を牧討するこ

とはまー》たく先駆的な窓味をもつものである。本書の構

成；！大きくうfけて三つの部分から I；見合ーしている。まず第

l ，；，，ゅ、ら第ひ単にかけどは地中海沿応i也域における市場

の…般的特色，構造的性格の検討に当てられ，第4章と

;:rs章iこわど〉て，荷主内トレ－ )jーの社会的・経済的

午＇d'Iを現ずI': j／，」去の雨il.'i/i、iこ主計、ごとらえ． :_; ，，に第6

7較か「》；若8策までは商業組織，特に協同組合のさまざま

／ふ伐能の論 j吃企行な〆 F 亡Lる。最fをにこの会議において

/; ,1 pされたi』f，訴にお L、こ鮮明にtr_. ' ！.こ凋題点を D C. 

Tsaoussisが嬰約してこの論文集を閉じている。

てのιドかん，説者i.t tむ'i＇海沿岸辺！域の Tri場および流通

,,/'1！＇＇の＇£ '1.ii I J-c¥，）発展。〕ぷHIを調査 L！： ものとして C.

I<apferer，野菜・果実紅i貿めの草主要性を強調した S.

]¥"" ；，仰r, , 11 i/T-東におけわ商人の諸性格を浮彫りにした

Yu:;if‘A. S;i¥'igh，農地t'.'d事および！！日発z汁函と流通機構

との関係を論考した II.J. Louwe九アラブ連合におけ

あ協同組frをとりあっか－，た A Zaki el-Imamの諸学

(!Ui s請を：りあけ、るこ l としt-

rr 

( '. Kapfぐft'f l土 A Survey of Marl《etsand Market-

ing Procedures in the Mediterranean Basinにおいて，

市場および流通過程の型唱市場発展の諸相を検討してい

かれは貿＼；＼構造主＇ Ju:国内商業構造を考察する前提

として地理的，社会的，政治的，経済的な幾多の事実を

をりあげ，地中海沿岸地域における共通要因と，非共通

費問を指J向L，貿易構造の総fr的時解に資する工うにし

てI,＇る。

この地域の貿易構造につし、て，かれは六つの点を指摘

Lてし、る。

(1) 貿易収支の悪化。恒常的入超。貿易収支の赤字は

（イ）観光（スペイン，イタリー，ギリシャ，エジプト，レ

99 
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パノン，フ 7ンス 1 トルCl!, M海外；；:i庄 （｛ ケ十一、 τoirtvhaftf>o!itis,hc Au(;;abe (1950), ,Uarket Researrh 

ギリシャ，イスラエ／レ，レバノン， シリア〉，付石油パ λfethods in Euroj>e (1958), Afarkがか－schungin Eu1叩pa

イブ弓インi1fij品料（レパ， ,;,・・, ；リア、 ,(7. － ~'.l: ／［｝、 (i'l(J ）！；の改＂riご fY語！；ι196::), J ［~著に l~xport-

t二）運河通行料（ヱジ 7＂卜） , (is)討幸運所得〔ギリシャ），付 hdrfrhふ，J,，.＂’（Dr.J. E 日chwenznerと:Jt:l寄り 19お〕が

外資湾入（ 1 '1リー町ギリ J -¥', ノスc.,,-＇レ〕 110T入fF ふる｛

や世銀等か人の借款（アルジヱリア‘ fスヲゴ二ノレ， イ々

リー唱リヒ f、ユ マ-f, C リア、トル人工／ f ト）；

よ ηて相殺L ているが、市~ !・., 1~＂＇J°'.i士解消 ti していti:

し、。

(2) 貿易条件。農産物の過乗lj'f:産お主び代妹i引の発注

によ lj貿易条件は芯化L1.・いると立い山（1)Jむ1l1r毎HI，成

の原料産品は世界市場の価格低下傾向の影響年月けI;¥、

（この点に間Lて，_I）かれ／｝説明lJi!愛昧℃ある.' j愛進国世UJ

の SNagg;irは竺ハ点1':：快反主i明あ7,・-, 同地'II l毎1{i}',':

地域は地理的に有利である

(3i 消費［l.］にijる貿 η；｜た況 このHUA，の •iti/,1! ilぷiti 

として非必幣品（non-e州 entials）であるため不利である

とし J Jつも、西欧，， J仁業’｜今産が1%2年わu兵以↓、’T-5＂，，の

割合で上昇し「~）あ I），氏問消費言が何1び、資ゆ状況に lザ1

るv/Ji'.望を提供し一、、る

(4) 東側諸同との貿L；の東側諸同へv')J夫E正物輸IHI士き

わめ亡魅t11（；た、カ

的破棄の危険性，（口）東側へ輸出されたf!/Ht;: /Jn r .・＂＇れて

商仮：I，再輸ti+，され， iιl i司f¥c'／品E存立 （＇，す三 ｛た午え，r一寸 r

フ。トおよびギリシャの紳＇， 1t:)f1ι険件に〆内、てf別宵しアレ

るο

(;, I 輸附It，存度 ここ，・おLl：これ「｝のI也Hの翰入f火

存度の大きさを強、iLこれに対する農産物輸Hlの王雪：要「｜ 

を説

ていなし、《. 
re, 輸It＇，，＇，，＇，の多は門。川！吹の＇，），要 iこ（＇.仁て、供給［ if主

俊敏に供給品目を変化させなけれff¥、けtn、し，士た改

善＂＇オ した栽Jy'~方法 J士採用 L なけれ：工盲な；＼な＼ ', との4 、て

し、る（しかし多分に思いJコき的な指摘が多く，論行が句、

貫Lごいfi,v場行か多し ったを よi士、（2'Jjjのj也P!'.1'1＇〕有千！ JI'!:

も西欧に近u、とL、う距離的な符手lj性ではなく 夫伎の安

定什之とヤてU、るん、等はとうも納得でCf工L、； 0 

,¥  ( pに国内商業料造に，＇ iいてふ！1,た！内t,，宅金IH促；空の

手段として， 11iJJJ;調官と消費問におけろ1'!:｛；ぷの必要性を

とU、てU、五七

箸者 C.Kapfereγ は現在ハンフやルゲの世界経済研究

所 (lfamburgisch引 Weh-Wirt日 hafts/¥ re hh・ の所長の

要職にあり‘著書に Au(3enhanddsfordaung a！ル

!00 

面

S. Naggarの l’rnspec1sfor Expansion of l¥:fediter-

rnnean Tracie in Perishable Productsは8篇の論文，1,

ぷすみ汁が［呼吸1である。地中海i{}j民者r1,j；土経；ir(r甘iこ先jffi

例（イタリーとフランス〉と後進国に分けられ（ユーゴ

とス J 二イシは中進11,1としてし、る），これら後進r-i.1の経済一発

反には輸出の拡大が不可欠である。そして貿劾の三つの

道と iてつぎの点全治摘Lてい心。（1)/!/i斗輪／！JC'）拡大。

（イ）リビアおよびアノレジエリア〔潜在的石油資源、国入資令

さえ上九If，潜在輸出市場拡大，,J能。（tリエジ’ h 、戸

ロヌ、シリアラモ口 1ソコ‘テュプス， i、fレコは純＇，1t,(f制，

燐， ＇.＇パコの輪 H1が飽和li-.に達し，貿易条件の）／.1>化が者

L v. （~）工業製品の輸出作エジ円、とトルコはほぼ：）（）｛ド

t'111かん工業化の道を歩んでし、るものの，輸出拡大産業と

L 、う 4 り， •I綿入代f干産業（（J性格を {T し -c ＇＜、るい （：））しとが

η て（1）とUlにおいて行きづまった点を（3）の点で打開しよ

うLJ：み／ーものごあひ それ i土果’たおよび野菜，s.

N，明日arの用語に従うと Perishable Products）の輸出

であ川幻、 I・ このl,'U題にえ｝する l【j能性Eその限界を仇；f

したものである。まず地中海沿岸地域の輸1吐1および生産

パザーンの同声刊をとりあげ，モノカヰ r－ュ／＇(1:1翰ii',{f( 

ff度合指摘し（エジプトは綿花が全輸出舗の70%, 19:l9 

{j.'.70';.,. E山｝年80.f,'}h, l 斗(iO主f•i~ 5%), .. 1: I日Ji!Jrにその／J;(

I珂である－u也利用の傾i在M＇に主で論理キ推し i住めて L、

る J

~t-t;: わ t, 1945 t下において，綿花，小麦，トケモロゴ

シ， その他の穀物による土地手l]}HJ支は，J;農地の94.6＇）＜，を

L II入野菜および県実のト地手1]111度は:'i.,1%にすぎたいの

19:iO年， 1%5年ヲ Jgf)R{「町において， fl1i者はそれぞれ94.:l 

%、リ1.4%, <J,l.1＂《Lであ川，後一Iii士5.7'X,. 5. (i'¥,, fi <1°;, 

である。

ぞかを打開するどめのリ！？菜・！果実輸Ii＇，に対する需空空 f!UJ

と供給側の条件について逐次考察している。需要因の側

i討1L・ 巾・て，イタ！ー，寸ランケ両国は果実・＇ Pf菜♂t愉

！竹悶であり，イギリス・ Jiイツ阿国はその輸入間である。

1 %i-¥ {jの rrn1連貿勺統計今鑑』による土‘西l<k全体 τ19

倍、48川万ドルにのぼる果実・野菜を輸入してヤ0oなか
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ーもイ Vリスは（iW':3560万｜、 yレ， l川ド f、ソはら｛滋f,7:mli dポはrY，九人よ I）後位lニ立九，紋も繁栄してし、る貿易立：｜説レ

、／レ，／ラン／で iづ3億t10&)J;iル仁川；王る忠実，＇：＇ r r、ノ： i二おL、（も1,;Jllの現象が見られる t 中東における

学をl輸入しナ、、るじ（か j却、実・野菜の瀞｛b岳製は111t,n ;Hi人（象：土著名－によると，魅力のない（d日glamouriz巴cl)

μ現在の消費水：準では7とまらず，（1）需要の所得叫kび前Ii 七の工わり、 Ii近｛＼Ji'J性格か濃し、よして，著者t'I身の訓

｜れ蝉i・' J十t（引には!l'f 抗上 •I ，＂＇.＇：；く，土の 1J,j r'¥・1工高iif，物主町 内iこLt：が，てその特徴を指摘してL、主主..(1)商人階級の

i(:j＇、），および（日）・）単 ））性の階）酌，JIJ差巣（＇jl険階級か占｝，ti1), '.f:l.ftLJ::Ht,L階級の学歴より！日山、と；川、え，銀行家，工ぷ

1人l,,o刻、なとc'l諸h.によ，ぺ規定 3れる肝菜・ ぷよ 11i,ftb （~lri干iJ；と llll紋とのWl.i皇f広陵B その他，（｛）

：札；たの日一口ザハ諸問における弾力「I:はほぼ 1iこj丘し、υ k則的｜必定投資の嫌NJ;;,（口）彬動i誕生f，け経験にたよる，ii

！たう a てl'l:,::-011:1にオゾーっ、 ：一口 ',if)l iiJ(Jすri'.J Utt 1，ピ•－！ 1)hi\'fi人めHt各と L, （イ）および（u1！こ関しては政

(tfj将l5：山立ャ上告1斗くを乃rとしており，もし将来むこのヰ1 /{,i＇（）不公定，課税，貨幣価値の変動をとりあけ，やや弁

,1,；維tI ：， れ：：， ＇仮 '.ii._.l.るL、巣亥・型f!td；’iM要，，,{1¥1ひit l法的仏11i吻＼あるが，付；ニIYlしてはj引にr'i'.Jな合J111的経日

Jj＇・11¥]5%の増JJIIが見込まれるυ し泊、しこのような宵定的 ( :J ＞ゆルタシトの必要性）と示盾しているとしてし、る。

けlif1i'H時仁西牧におIt心農業保護政治の1.:1.，川がさ ι ノ、し、 Artl,urCol七の作業家宇，＇，ド j，のこJ Jの発／j｛段階A

L、う内定rYJ側Hiiが論ぜ「）れてし、る。また共l1iJrliJ劾による (I)経験的企業家精神一→M合理的企業家精神→（3）理論

i'十日華同im策l二l、り， { 'I JIー， っこ’ンダi山i国が利益を勺 (i'J企rr・主て給料！ -t..-,JI用L仕方二t, q，東の企業家村神は（)I 

ける i.•：、：若者i土地中海沿山地l或の関税主,'.:j)IJ待遇の）活JL を か「，（ρへの過渡期にあると論じている。

提案しけ、ふ他＇1供給倶；J：..：.つL、て著者tt, :t: i山の翁IIii ~: i、に rfi~ ［ i ，二お＼、亡， r,fj 人にた／：〉最大議討は千I］潤追求

（七， rt fζの欠1;11とL、「イ、干l]t;2 },'.( ＇：＇果実・リザ菜牧町 j'Cl)"jj 0）村和jlであず｝て， L‘わゆるビジネスマンの業繍，権力，

i動集約（l'J'll陥および低賃_J＼とL、ゥ fl利！な山、をお摘して、 fl !1，，地位，本新，. ！｝）衝重1JJ，勢力bl.張欲等の重：)j機はあ七

そしてスベ f＞のド fツにみJするオLンジ輸出の（刈iと

りに’ l , (,  1i'i出生r'l' 引の~z I、！J:.:'i・'/1(周(li,Iyすかl'l.4う；，で

あり，クムリ 80 白 6~らは中間貸別である（スペイニの荷造業

/1・ 12 I＇ι， I fツ的人業計17.ti＇’o，大P¥lk¥ 1. X ，；：ぃ，釘j，ん

業者7.6%，小売業者41.2%〕。ここに地中海沿洋諸国の

:1'C1in 1・ ヨ交＇＂＇｝ 壬件。｝イ、手l]ttがあろ そめど易条!'Iの不＋：l

性に，（1）標準化，（~）包装技術，（a）冷蔵説。ii, （，！）十分な輸

,t,i立（1111、の 1' ( 

tl民~れれlよ、， 午11(/) 1,r能竹白i土砂jf lの}},I,三たとなりうるとb

1－んに L、るリ

らt，］ムに S Na試gari土現在カイロ大学経済’子部教授

C', ¥.}.j民経済，；［ II唱（府1:/t/!lr(ln,-titutc of National J’lanni11g) 
0理 Tドを華b，：， ている。治件に Industrializationa11d 

Income with :3J>ecial lfrfl刊 weto Egyjうt(1同二）がゐ

’~·。

[V 

Yusi! A. Sayigh CIJ The Modern l¥forchant in the 

Midtlk East :Hlll'i11f1fif}j_1.H忠域にJ、けろ1¥fi業階，｛／｝のij':λl

7J.性！おHl定t:FriJ訂Eiて近いそしつつも，ャくつかの社会

的・経済的性格を分析するこLとを誠みじ、る。今日中氏

におじて工才、iE商業［！）地作を奪i、アし々 サン！？！）アも

イスタンプー／レも貿易都市としての地位が（氏トし，工業

IJilMr：していない。そして i'cJ分の二L箸である Entr，ψre-

11e11rs fゲ・ LebanοH におIt.｛，調査結果に仁って災証して

L、ふこれr，山商人仰が社会的.＇.（＇（－ 済的発展によって，

どのよソに＇！む谷 .l／こか，その変容かゆるやかであるとm
1%し.,. ）も， λr：者i1・・,t谷（／） :; i交断全とりあげている。（l)

第 1 段階、輸入業託新製1~1＇.の輸入一寸自費ノfターンの変

w" ＜こ，：；； 2Hl~t 1！瓶入業行〉製造業者への転換（少なく

とii:'HI分的に）， {K紙技術による工業化，輸入代替的性

！？？。引な・；；1段階，守t／；；＇.，業ょう翰 II＼、1：者。 (I)-->(3iにおいC

:reJi',{, (i(：，級技術を必望書とするものではない〕の輸入かr》

倫LU・・＇リ道中日が起こ，：，と L、輸入染者→製造業計→弱）/]¥ 

業者というサイケルを描き，このサイクノレは中東商人像

,J)'f1:l行え：匁1む i. iJ：元 hゆとな、主と Lてし、る

Y口約ifA. Sayigh f;J: Beirutアメリカ大学の経済研究

「ザ（EconomicResearch In只titulりのス々 、ソフであり，

i諸に ］己11trej1renrnrsof Lebanon: the role of the 

business l凶1d，ιr in " dn.>clopi 11g ecοnomy (I Iarva1< l 

Univ. Press‘1962）があろ

V 

JI. J. Louwes Cl) Or必mization of Markets and 

Marl、dingProcedurιs in Land Reform and Develop-

mcnt Programs は農地改革や開発計画と市場構造との

関連土た若きしたものとある。かれの採)11して缶、ふ農地t;;(
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"11＼：のWt念f;t j 1.~義なもいごは九七 11；義 1r 1，のどあ尽 し

たが，Jて土地の何分配のみを農地改革モすろのではな

く土地開墾， i接lM:，新開地移民をも合めて」、るわけで,ii.,

"0 ~!t業仁 Hけ：， 1氏g_ ,'f性 ・ilhJri'Jの；／，＇ィ活環？場 fr，.＼と己

方法として，かれはrli場の問題をとり入れ，いかに農業

生産、 ｛/ -': / i ィ Ya:与える方＂どとリ， hげ，（1）農産物

(lfi格川安；仁 2）ーいよなrli場設（rii/,(:; ，）＇.；足 ftごさ J!:J:!i' I '1[ fr 

{ljiJ)iが必要であるとしてL、る。この上ろなiijJ勃の11¥H，却を

:Ji也1'1;1fi¥・l!iJ発1111向lj(/I 'I Iに，，¥j,ヘし、， に； -1.，，と合仁i；＼、

ては、地_J:i，；従本実jj包［てき之機能乞W1H組、がわーなっ

てレることに注目してL、る。たとえば，農作二物の組織的

fUt，土t山しつ有「ル利用 tani供与、農主必語，＇，，＇，の !1/1，人，

奨作物の貯蔵と輸出等ヤあろ ← －Jjスーダンの点要な｜耳j

発計閣であωゲシラ，ll'l卵1j(Gezira日chemeJにIJ::，やはり

iii場の問問ぷ重視さ;I：くし、九こし Fよら／よ＂＇＇誌の Jf,•!f".H 
が浮かびあがvてくるにつれ，市場調査の確－，rと1h場；i立

{!iiiおにぴ貯i説設f，耐の訟［況を昔話望し什、Uυ そして｝れら

c＇）地Miの；！主計発／pcにすflj.すらのじ依然 LしてC＇；産物℃あ

リ，農業技術の研修や農産物市場調査の長要性をi訴えて

、る。

Hζndrik .[. I」（）し1we,,t 1')58 {j 以来ドAか♂） j/_i ~· j也

城市場顧問であるQ 抜書に 1'l,c［い’ 11/th,1 Ifr,•olri11g 

Capital Fund I’J’（・ooper"ti-i’es 1FAO. R川口c,1%1). 

Whυl,,sal〆 Afurkets fo1 :Food and AJピriιult，げ・ul

Iう・oducts(FAO, Rome, 1958), Livestock and 1¥f，どut

Jiar/.:etinι in the 入アcarEast and i 11 i¥’けrthHast 

11frica (F AO, Rome‘1960）があ ？＇.， 0 

¥'I 

A. Zaki d-lmc1111の Coo1.1crati、＇Cf』，1，ハはll邑ntin Lhe U 

AR  Ii／ラプ連（rにおける協同組合運動の一般的紹介

であソo I_ Jこが｝て己 4）立ーノた，；＿，：，，日；がle‘、方、，／ Jりに， J、

f llJ者にと ζ はドさ;t,v）よl‘紹j「とならておけ，｛＇主干 I］な

ものといってよし、。殺者はこの序論におL、て，｜あ／ii］組命

運動J）歴史II旬!Pl玉川を千Jなν， 19UK年町二おける Omar 

Lutfyの協［ii］組作運J/1から， 1962年の国民憲章における

W,hiJ組合，ii1由｜にレたる歩みを跡つけてU、る。 l1ih/11J組（；－lif,-

到」の（，：，：置と＆ir,,1；二つ1 C, •1 ）協Ii,Jf立｛r,', tム，寸行，，J.<:.r；’f 

J!J!, （日）新政的(I）政策， (J)i』l（憲章における協｜けj品IL(;-, l日j則

夫iι機能士果たLて、 今協同j組iミドリ種九九， (flふ項i,I Eこわ

た〆こと i）あげごいつ しかしわれわれが A 許注！！して

よいのは次主主における協同組｛；－の来たしていと】各機能で

あろう。

10よ

11) 足是業141，』l組合および｛口Jfl貸（、

l,,J i孔（，（，；、Jt-lilU一f1A日rietiltm臼iCr"dit a【，rlt：《》《＞i】eral,vc

臼叩k）がl直fl~組合封に肥料， fili f、殺虫剤を供給した

i;' fo用供与によQ機械や家治の購入促進の機能をよt・た

（てし、，：jO くこれぞ〉のfJ!IJ貸付iil96C:iドの共和1,1;rにより

無利子である。なお零細企業および手工業にも，工業w
i11J若11.{,fr;.i!!)ヒて， ::: tJ主σ）fr!_<’白：カペ土A、り,jl －~、‘心、！う

＼内あらe

（日） 他）ii溺l11Wl（；－の分配1i!iにおけ心機能に’八、ζ，ii,

Jl；調子ピ，消役者＂－山供給、お i.l1i1,j翁iC,vl付iIr_関 f;i＇こ’ λ 、て

簡単Jとふれてし、る

したがって(1）において，農業協li-•J組台伯別主lH1による

バ外dヘ農業協lnl和U;-fi身の,,r，動以きオ｝ろんてオノ1かにし

かふれられておらず，（日）にヰJv、て集術および出前機構に

-）＼，‘ －c しつ記illに之しくもの~リなし、 1/11が多い。

な:t,A.弘，ki《トImamI主DH，翁i皇I（｝）研ぬと＇_k民l/11c!;k

いキャリアをもっ！あ1≫1組台に関する権／！.＆である。 195Hij

/Jι；，1%1年以かIiCかれは農業協lr,J組frf＂別鋲｛すの ・fr;H:

)ii' 事r.:R日EしてL、じ

消費者協1,rJMll｛干および農業協｜バj純白に，) ＇，、Cコ[sU！比

lよじ3う：t,:, 

治＇；），，にびl，；命えif：立と二ま ctうもLW(11-Jな‘＇t績と lてc',ji'~ 

i貨を訪JJぐいるものとはし‘え，また壮大な志t~Iにもかか

；イパτ はとんど i官llc！＞論文が中途半端な性的しかもっ

ておらず，地中海の市場構造について読者に十分納iりさ
せる事実の探求と，理論的な分析を提供してk、ないまま

に終わ r》て Lま－・こいらものといえよう l

（凋ft研究i'lil中東調丘主鈴木弘IIJJ)
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